
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(Affiliations)  茨城工業高等専門学校 

国際創造工学科 一般教養部 

Research Contents  

 再話は「ストーリーを読んだ後に原稿を見ない状態でそのストーリーの内容を知らない人に語る活動」と定義されてい

ます（卯城他, 2009）。平成３０年告示の学習指導要領外国語編では、依然として「話すこと」及び「聞くこと」などの言語

活動が適切に行われていない現状が指摘されていますが、再話を授業に導入することにより、読解した内容を「話す」

ことで英語のスピーキング能力が育成され、また再話される内容を「聞く」ことで英語のリスニング能力の育成にもつな

がると考えられます。 

 このように、英語のオーラル面での能力育成に効果が期待される再話ですが、読解した内容を再話することにより、

理解が深まるという結果も報告されています（Kai, 2008）。高専赴任前に２０年間、茨城県の教諭として、高校と中等教

育学校に勤務してまいりましたが、実際に授業で再話を取り入れるようになってから、再話という活動に興味を持つよう

になりました。このたびの高専赴任を機に、少しずつではありますが、文献調査を行い、研究を進めています。 
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